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• 所在地：富山県魚津市

• 病床数：300 床

• 薬剤師数：9 名 調剤補助者：2 名

• 日本病院薬剤師会 がん薬物療法認定施設

URL https://www.toyamah.johas.go.jp/

MAIL yakuzai01@toyamah.johas.go.jp (薬剤部)

TEL 0765-22-1280 (代表)

富山ろうさい病院は、魚津市の地域医療を担う中規模病院です。

病院規模は大きくありませんが、あらゆる診療科を持つコンパクトな総合病院です。

当院は昭和 33 年に開院しました。当時は黒四ダム建設のけが人 (労災) を治療する病院としてスタートし
ましたが、現在では労災にかかわらず、総合的に診療を行っています。

＜診療科＞

内科 (消化器内科、糖尿病・内分泌科、リウマチ・膠原病内科、呼吸器科、脳神経内科、腎・高血圧科、血
液内科、循環器内科)、外科、呼吸器外科、整形外科、形成外科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、婦人科、
眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、放射線科 (画像診断)、放射線科 (治療)、麻酔科、病理診断科、
核医学科、アスベスト疾患センター、尿路結石破砕センター、メンタルヘルス外来 (精神科)、小児科

2016 年
新病院開院！
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薬薬連携による交流
＜魚津市と富山ろうさい病院＞

・魚津市の公的病院は富山ろうさい病院のみ

・開業医や各種施設と連携しながら地域医療を支えている

＜当院薬剤部と保険薬局のつながり＞

・魚津市には、20 の保険薬局がある

・定期的に薬薬連携推進連絡会や研修会を開催

・切れ目のない医療 / 地域医療の質の向上を目指して協力している

＜これまでの取組み＞
・富山県で初めてお薬手帳を活用
(アレルギー歴や薬剤に関する患者情報の記載の推進)

・富山県で初めて院外処方箋に検査値を記載
・当院医師 / 薬剤師による研修会の開催
・トレーシングレポート / PBPM の導入
・入院時情報提供書 / 退院時情報提供書
・手術前中止薬への介入
・ポリファーマシ―対策の推進
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「蜃気楼の見える街」
魚津は江戸時代以前から蜃気楼の名所として知られている

保険薬局薬剤師と病院薬剤師は、それぞれの職能を
生かし入院/外来/在宅問わず幅広く患者さんの医療に
関わるので顔の見える関係の構築が重要となる



手術前中止薬への介入
◆ 保険薬局と連携し、手術前患者に対する手術前中止薬の

誤服用を防止するための薬剤管理指導および服薬指導を行う

◆ 保険薬局に「入院前中止指示薬剤の薬剤管理」を依頼

＜手術までの流れ＞

①手術前の外来診察の際に医師・病院薬剤師による

常用薬の聞き取り

②病院薬剤師が「入院前中止指示薬剤の薬剤管理依頼」を

保険薬局へ送付

③保険薬局薬剤師による患者指導

→ 具体的な対応内容などを依頼書の返信欄に記入し薬剤部へ送付

④入院後、病院薬剤師による中止薬の確認
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患者さんに安心かつ安全な医療を提供するために
病院・薬局が連携し、医師・病院薬剤師に加えて
普段から薬剤の管理を担っている薬局薬剤師も介入

中止指示
詳細

薬局
返信欄



入院時・退院時の薬剤情報提供
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保険薬局

薬剤師

病院 / 診療所

薬剤師

(副作用歴 / アレルギー歴 / 服用状況など)

患者

情報共有

◆ 患者さんの薬剤情報を病院・薬局間で共有することで継続した薬物治療の提供を行うことができる

◆ 当院のある魚津市は高齢者が多いことから、地域全体で薬物療法を支援していくことが重要となる

ため、入院時・退院時の薬剤情報提供を積極的に行っている
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基本情報

服薬状況

薬剤情報・
特記事項

基本情報

薬剤情報・
特記事項入院要約
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トレーシングレポート (服薬情報提供書)
◆ 保険薬局と病院間の情報共有化を目的とし、トレーシングレポートを活用

◆ 調剤にかかる疑義照会とは別に、保険薬局で

「即時性は低いものの処方医師へ情報提供をした方が望ましい」と判断された内容を

薬剤部にて集約し、医師へ情報伝達し情報の共有化を図る

＜トレーシングレポートの流れ＞

①保険薬局がトレーシングレポートを FAX にて薬剤部へ送信

②薬剤部が受診したトレーシングレポートを処方医へ届ける

③処方医は内容を確認後、コメントや今後の対応について返信欄に記載し薬剤部に提出

④返却されたトレーシングレポートは FAX にて保険薬局へ送信後、電子カルテにスキャン登録する

＜情報提供書の活用例＞

・トレーシングレポートによって、退院後の服薬状況の確認やがん化学療法の副作用の状況を共有

・入院時情報提供書によって、入院後に副作用歴のある薬剤が投薬されるのを未然に防げた

・退院時情報提供書によって、入院中に中止になった薬剤が外来で処方された際、疑義照会で再開の有無

を確認できた
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富山労災病院がん化学療法患者用

糖尿病患者用

服薬情報提供書
(基本様式) 

所見

薬剤師としての
提案事項

医師の
返信欄



ポリファーマシー対策
◆ 「ポリファーマシー」とは、単に服用する薬剤数が多いのみならず、それに関連して

薬物有害事象のリスク増加、服用過誤、服薬アドヒアランス低下などの問題につながる状態のこと

◆ 今年度魚津市では、富山ろうさい病院・魚津市医師会・魚津市薬剤師会・魚津市が協力し、

厚生労働省委託事業として、高齢者のポリファーマシー対策に取り組んでいる

＜ポリファーマシーへの取組み＞

・地域住民への啓発活動

(ポスター・パンフレット・広報誌・ケーブル TV)

・各種ポリファーマシー推進研修会の実施

・症例検討会の実施

-週 1 回薬剤部内にて

-月 1 回院内対策チームにて

- 2 か月に 1 回病診連携の会にて

魚津市医師会との
病診連携

症例検討会の様子

院内外の医師・薬剤師を
はじめ、看護師・MSW 

まで多職種が参加

薬剤師
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連絡先

病院薬剤師の仕事をもっと知りたい！

という方へ、Zoomを利用した

オンライン説明会を随時行っています。

薬剤部や病院の雰囲気を実際に感じてもらえるよう

病院見学も併せて行っています。

興味のある方も、ない方も、お気軽にご連絡ください！

MAIL: yakuzai01@toyamah.johas.go.jp (薬剤部)

TEL: 0765-22-1280 (代表)

薬剤部紹介パンフレットでは実際に

働いているスタッフの声も掲載中。

ぜひ、富山労災病院薬剤部 HPより

ご覧ください！

⇒ https://www.toyamah.johas.go.jp/

オンライン説明会・見学会実施中！
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病院 HP 薬剤部 MAIL


